
1 

  

 

 

 

1998 年 7 月 10 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調査は雑誌誌上で当社が行っている、アンケート付きプレゼント企画への回答をまとめたものです。

保護者を対象としたこどもに関する設問で、月１回の調査を行っています。質問内容は玩具に限定する

ことなく、広い視野からこどもたちの生活に密着した生の声をまとめ、現代のこどもたちの実態をバン

ダイ流に解きあかしていこうと考えています。 

 

～バンダイこどもアンケートレポート Vol.38 

 

「お子様に覚えてほしくないことは何ですか？」 
 

こどものまわりにあふれる汚い言葉、乱暴な言葉の影響が心配 
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【調査概要】 

調査方法：雑誌広告でのアンケート付プレゼント企画によりハガキで募集 

実施時期：1998 年 5 月 

質問内容：お子様に覚えてほしくないことは何ですか？ 

有効回答数：456 人 

 

 

  
 

 

 

  
 

 

年齢内訳 0～2 歳     96 人 

     3～5 歳     84 人 

     6～8 歳     39 人 

     9 歳～      19 人 

 

       計     238 人 

★男児の母親★ 

 

年齢内訳 0～2 歳     92 人 

     3～5 歳     79 人 

     6～8 歳     40 人 

     9 歳～      7 人 

 

       計     218 人 

★女児の母親★ 



3 

＜アンケート結果＞ 

 

★男児（238 人中／複数回答含む） 

 

 

 

☆女児（218 人中／複数回答含む） 
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＜アンケート結果より＞ 
 

覚えてほしくないのは「汚い言葉、乱暴な言葉づかい」 

 男女ともこどもに覚えてほしくないことは「汚い言葉、乱暴な言葉づかい」が 1位となった。具体的

な言葉としては「ばか」「死ね」「くそばばあ」や流行語（「チョームカつく」など）がほとんどで、こ

れは 97 年 9 月に当社が行ったアンケート調査「大切にしてほしい言葉、使ってほしくない言葉」の上

位（「ばか」「死ね」「くそばばあ」「むかつく」「あほ」など）と一致する結果なった。 

 

 

知らず知らず覚えていくこどもの「汚い言葉、乱暴な言葉づかい」が心配 

 「汚い言葉、乱暴な言葉づかい」がこれだけ 2位に差をつけ 1位になっている背景には、親が心配す

るくらい、こどもの生活に汚い言葉や乱暴な言葉があふれているからではないだろうか。回答の中にも、

幼児がＴＶやゲームでこれらの言葉を覚えて意味もわからず使っているという声があった。 

 「ＴＶゲーム｣（男児 4位、女児 6位）という回答も、のめり込んで時間を使ってしまうからという

理由よりも、残酷なシーンや乱暴な言葉が出てくるゲームがあるからという理由が大きいようだ。 

 

 

こどもを取り巻く環境が変わっている？ 

 男女とも「いじめ」「暴力」という回答については、こどもがいじめたり、暴力を振るう人間になる

ことを心配するだけでなく、いじめや暴力に巻き込まれる側になることも心配しているようだ。これら

の回答が上位に上がってくる現在の環境は、「嘘をつくな」「人に迷惑をかけるな」という叱り方が多か

った一昔前に比べるとかなり変わってきているのかもしれない。 

 

 

覚えてほしくない親のクセほど子が真似る 

 全体を通して回答に男女差はほとんど見られなかった。敢えていえば女児の上位に「悪口」が、男児

の上位に「物を粗末にする」があがった点が特徴といえるかもしれない。 

 「両親のクセ」を覚えてほしくないという回答も上位に見られた。足でドアを閉めるなど些細なこと

が多いが、自分が直したいと思っていることをこどもに真似されるとドキッとしてしまうようだ。 

 

 

 



5 

＜年齢別集計結果＞ 
 

★0～2歳男児（96 人中／複数回答含む）  ☆0～2歳女児（92 人中／複数回答含む） 

1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 31.3％  1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 47.8％ 

2. いじめ  8.3％  2. 嘘をつくこと  6.5％ 

3. 嘘をつくこと  7.3％   いじめ  6.5％ 

4. 暴力  5.2％  4. 暴力  5.4％ 

 悪口  5.2％  5. 人を裏切ること  3.3％ 

     父親のクセ  3.3％ 

     お菓子の味  3.3％ 

     ムダ使い  3.3％ 

       

       

★3～5 歳男児（84 人中／複数回答含む）  ☆3～5歳女児（79 人中／複数回答含む） 

1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 41.7％  1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 38.0％ 

2. 嘘をつくこと  9.5％  2. 嘘をつくこと 10.1％ 

3. いじめ  6.0％  3. いじめ  7.6％ 

4. 物を粗末にすること  4.8％  4. 悪口  5.1％ 

5. ＴＶゲーム  3.5％  5. 大人に媚びること  2.5％ 

 人を傷つけること  3.5％   暴力  2.5％ 

     ギャンブル  2.5％ 

     ＴＶゲーム  2.5％ 

     おねだり  2.5％ 

     悪い遊び  2.5％ 

     他人を妬むこと  2.5％ 

       

       

★6～8 歳男児（39 人中／複数回答含む）  ☆6～8歳女児（40 人中／複数回答含む） 

1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 25.6％  1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 47.5％ 

2. いじめ 10.3％  2. 嘘をつくこと 12.5％ 

 ずるい心 10.3％  3. いじめ  5.0％ 

4. ＴＶゲーム  7.5％   ＴＶゲーム  5.0％ 

5. 人を傷つけること  5.0％   ギャンブル  5.0％ 

 嘘をつくこと  5.0％     

 意地悪  5.0％     

       

       

★9 歳以上男児（39 人中／複数回答含む）  ☆9 歳女児（40 人中／複数回答含む） 

1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 14.3％  1. 汚い言葉、乱暴な言葉使い 28.6％ 

 ギャンブル 14.3％   嘘をつくこと 28.6％ 

 ＴＶゲーム 14.3％     
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※ このアンケートレポートに関して「子ども調査研究所」の渡部尚美さんから以下のコメントをいた

だいております。 

 

 

■こどもに覚えてほしくないこと 

 「バカ（アホ）」という言葉を覚えずに成長するこどもはいないでしょう。でも、同じ「バカ（アホ）」

という言葉でも、発する時の気持ちや愛情によって、愛を表現することもあれば、憎しみを表すことも

あります。 

 お母さんたちが気にしているのは、こどもたちの言葉に込められた気持ちの中に、怒り、憎しみ、ひ

がみ、ねたみ、そねみ等の暗い情念を感じることに対してなのだと思います。 

 私たちはイヤな気分になった時に、そのイヤな気分を自分の中で処理するか、自分の外に出して発散

させます。外に出す場合は、イヤな表情や言葉、行動を誰かに投げつけ、相手を傷つけることで、傷つ

いた自分と同じ位置にまで引き降ろそうとします。ここで、投げつけられた相手が、負けずにイヤな気

持ちを投げ返そうとすれば、イヤな気持ちのキャッチボールが始まり、ボールはどんどん大きくなって

いきます。 

 こどもどうしで、そうしたキャッチボールを徹底的に行って、その果てがいかに空しく不毛であるか

を感じることは大切な経験だと思います。「こどもの喧嘩に親が口出しする」ことをよしとしないのも、

こどもどうしがもめごとの中から学ぶことの大切さを知る大人の知恵によるものなのでしょう。 

 私たちは、時によって怒り、憎しみといった感情を持つ存在です。ですから、こどもの時期は、そう

した感情に蓋をしないで、そうした感情がひき起こす結果の不毛を充分に体験することが大切なのでは

ないでしょうか。 

 そして、大人はこどもからイヤな気持ちのボールを投げつけられても、投げ返さないだけの余裕と知

見を示し、同じ言葉でも、愛を含ませて返すことができることを示すことが大切なのではないでしょう

か。 


